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① 国道331号小禄地区の交通渋滞の緩和、那覇中心部に

おける通過交通の削減

② 沖縄本島全域と那覇空港の定時性・速達性を確保

③ 沖縄本島における物流の効率化・観光産業を支援

計画概要

事業目的
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標準断面図

１.事業概要 ①事業概要

年次 小禄道路 豊見城東道路

平成 2年度 都市計画決定
平成 3年度 事業化
平成 5年度 用地着手
平成 9年度 工事着手

平成15年度 豊見城IC～南風原南IC（L=3.5km）暫
定開通

平成19年度 全線暫定開通（L=6.2km）
平成21年度 都市計画決定

平成22年度 豊見城・名嘉地ICロングランプ開通

平成23年度 事業化

平成25年度 用地着手 豊見城IC～南風原南IC（L=3.5km）完
成開通

平成26年度 工事着手 全線４車線開通（L=6.2km）

諸 元 小禄道路 豊見城東道路

区 間
(自)那覇市鏡水

(至)豊見城市名嘉地

(自)豊見城市名嘉地

(至)南風原町山川

延 長 5.7km 6.2km

道 路 規 格 第1種第3級 第1種第3級

設 計 速 度 80km/h 80km/h

車 線 数 4車線 4車線

交 通 量
358百台/日

（R12年推計値）

282百台/日

（R12年推計値）

事 業 費 約970億円［620億円※］ 約1,230億円［1,230億円※］

位置図

※前回評価時の事業費

南風原北IC

西原JCT

那覇IC

南風原南IC

豊見城IC
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那覇空港

（仮称）
瀬長IC

那覇空港IC

小禄道路
豊見城東道路

主要地方道

凡 例

一般国道

高速道路

一般県道

一般国道（県管理）

小 禄 道 路
（橋梁部）

（土工部）

（トンネル部）

豊 見 城 東 道 路
（橋梁部）

（本線ボックス部）

（トンネル部）

1.25 3.50 3.50 1.50 3.50 3.50 1.25

18.00

1.25 3.50 3.50 1.50 3.50 3.50 1.25

18.00

0.75 0.753.50 3.50
8.50

0.75 0.753.50 3.50
8.50

20.50

単位：ｍ

0.75 0.753.50 3.50
8.50

0.75 0.753.50 3.50
8.50

1.75 3.50 0.75 0.75 3.50 1.253.50 3.50

1.75 3.50 3.00 1.753.50 3.50 3.50
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１.事業概要 ①事業概要

至 那覇空港

至 西原ＪＣＴ

①（仮称）赤嶺トンネルを北側から望む

③（仮称）瀬長ＩＣを南側から望む

那覇空港

豊見城東道路

小
禄
道
路

（仮称）
瀬長ＩＣ

①

③

（仮称）瀬長ＩＣ

瀬長交差点

完成イメージ図

那覇空港IC

豊見城・名嘉地IC

小禄道路（本線）

至 糸満市

至 糸満市

主要地方道

凡 例

一般国道

高速道路

一般県道

一般国道（県管理）

②小禄バイパス平行土工区間

②



１.事業概要 ②上位計画
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■那覇空港自動車道「小禄道路」・「豊見城東道路」は、那覇市鏡水から南風原町山川に至る

延長11.9kmの高規格幹線道路であり、沖縄自動車道と一体となって、沖縄本島全域と那覇空

港間の定時性・速達性を確保し、本島中南部・北部の観光産業や地域振興プロジェクトに寄

与する道路である。（図1）

■小禄道路と豊見城東道路は、那覇都市圏における環状道路を形成し、那覇市内及び南部地域

の交通渋滞の緩和を図るとともに、沖縄西海岸道路の一部を構成して県内物流拠点を結び、

物流の効率化を支援する道路である。（図2,3）

●（図1）那覇空港自動車道

●（図2）2環状7放射道路

●（図3） 沖縄西海岸道路

那覇空港IC

（仮称）

瀬長IC
豊見城・名嘉地IC

豊見城IC

南風原南IC

南風原北IC

西原JCT

那覇IC

小禄道路
Ｌ＝5.7km

豊見城東道路
Ｌ＝6.2km

南風原道路
Ｌ＝5.9km

那覇空港自動車道
Ｌ＝約18km

糸満市

南城市

南風原町

豊見城市

那覇市

浦添市

西原町

八重瀬町

那覇空港

豊見城IC

南風原南IC

那覇IC

西原JCT
南風原IC

西原IC

北中城IC

沖縄南IC

沖縄北IC

豊見城・
名嘉地IC

（仮称）
瀬長IC

小禄道路豊見城道路糸満道路

L=3.4km L=4.0km L=4.0km
(全線L=5.7km）

那覇西道路 那覇北道路
浦添北
道路

浦添南
道路(仮) 読谷道路

嘉手納
バイパス

宜野湾
バイパス

那覇空港
IC

北谷
拡幅

豊見城・糸満地区 小禄地区 那覇地区 浦添地区
宜野湾地区
（仮）

北谷
地区 読谷・嘉手納地区

L=2.5m L=2.2m L=2.0m L=4.5km L=4.3km L=3.2km L=6.0km

6.2
km

豊
見
城
東
道
路

Ｌ
＝

凡 例

事業中

供用中

計画中

豊見城東道路 Ｌ＝6.2km

小
禄
道
路

Ｌ
＝
5.7
km

八
重
瀬
道
路

南
風
原
道
路

南風原
バイパス

真地久茂地線

那覇インター
アクセス道路

凡 例

環状道路
事業中・供用中

計画中

放射道路
事業中・供用中

計画中

主要地方道

凡 例

一般国道

高速道路

一般国道（県管理）



335 356
315 314

1.38
1.46

1.30 1.29

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

1.60

0

50

100

150

200

250

300

350

400

H28 H29

混
雑
度

交
通
量
（
百
台
/
1
2
h
）

平日交通量 休日交通量 平日混雑度 休日混雑度

交通容量：243百台/12h

■那覇空港周辺では那覇西道路がH23年8月全線4車線開通、豊見城東道路がH27年3月に全線4車線開通、豊見城・糸満道路がH29年3月に全

線4車線開通しており、小禄道路区間がミッシングリンクとなっている。（図4）

■その結果、那覇市南西部及びその周辺の国道331号等をはじめとする幹線道路では、交通の集中によって旅行速度の低下が見られるとと

もに、主要渋滞箇所も点在しており交通渋滞が慢性化している。（図5）

4

２．事業の必要性等に関する視点
１）事業を巡る社会情勢等の変化 ①道路交通状況の変化

●（図5）国道331号の交通量と混雑度●（図4）周辺道路の整備状況と速度の状況

H31.3.3撮影

国道331号 赤嶺交差点

出典：民間プローブデータ（期間：H30.9～11平日（混雑時4時間平均））
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出典：交通量調査結果（H28.10.16（日）、H28.10.25（火）、 H29.9.10（日）、H29.9.12（火））
：交通容量はH27全国道路・街路交通情勢調査結果より算出

小
禄
道
路
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交通量観測地点

那覇空港

（赤嶺交差点南側）
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２．事業の必要性等に関する視点
１）事業を巡る社会情勢等の変化 ②物流の活性化
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■沖縄県では宜野湾市から糸満市までが「国際物流拠点産業集積地域」に指定されるとともに、豊見城東道路をはじめとする那覇空港

自動車道の整備も進展し、その沿線では新たな地区計画が決定するとともに地元の雇用が増加。（図6,7）

■小禄道路周辺においては、東アジアの中心に位置する沖縄の地理的特性を踏まえ、那覇空港の新貨物ターミナル開業（H21.9）等の拡

張による取扱貨物量の増加を受け、さらなる大型車交通量の増加が見込まれる。（図8,9,10）

●（図6）国際物流拠点産業集積地域の指定

1,650 1,700 1,750 1,752 1,768 1,852
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取
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貨
物
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ｔ)

国内線 国際線

出典：空港管理状況調書

●（図9）那覇空港の取扱貨物量の推移
沖縄グローバル

ロジスティクスセンター
「サザンゲート」開所

（H27.11）

国際物流拠点産業集積地域
（那覇空港地区）指定（H26.6）

●（図7）那覇空港自動車道沿線の開発及び社会経済状況

出典： 事業所・企業統計調査（H11・H16）
経済センサス基礎調査（H21・H26）、経済センサス活動調査（H28）

増加傾向

●（図8）那覇空港の航空路線ネットワーク

出典： 平成30年度沖縄県企業立地ガイド

●（図10）国道331号の大型車交通量の推移

調査箇所：国道３３１号 瀬長交差点北側断面

糸満市

豊見城市

那覇市

浦添市

宜野湾市

豊見城東
道路

小禄道路

那覇空港自動車道

那覇市内の旧３地区（赤枠左から旧那覇空港地区、旧
那覇地区、旧那覇港地区）は「那覇。浦添・豊見城・宜
野湾・糸満地区」の区域に包含される。

国際物流拠点産業集積地域に指定

那覇・浦添・豊見城・宜野湾・糸満地区

那覇市・浦添市・豊見城市・宜野湾市
及び糸満市全域

区域内での物流活動に当たって
税制上の優遇措置が可能

H26.6
国際物流拠点産業
集積地域指定

H21.9
那覇空港新貨物
ターミナル開業

大型車交通量が増加

取扱貨物量が
増加

小禄道路

H29.12 与根西部地区地区計画都市計画決定

産業振興を牽引する産業拠点として、工業・流通・業務・
健康･医療施設などの立地が予定されている。

出典： 「国際物流拠点産業集積計画の概要について」（H26.6、沖縄県） 出典： 「豊見城市 与根西部地区地区計画＜運用基準＞」
（H30.3、豊見城市）

事業所数
（民営）

従業者数
（民営）

沖縄から空路で
４時間圏内

人口21.6億人の
巨大マーケットの中心

日本
約1.26億人

中国
約13.90億人

ASEAN
約6.47億人

那覇空港滑走路
増設事業着工（H26.1）国際線

国内線

H27.3 豊見城東道路
全線4車線開通

従業者数（人）

【与根西部地区地区計画】 【豊見城市の事業所数・従業者数の推移】
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■南部地域では、開発が進んでいる「豊崎タウン」や「しおざきタウン」において更に大型商業施設や観光交流センターの開業が予定されて

いるとともに、南城市や糸満市では都市計画の見直しを図り企業誘致や拠点整備が進められ、広域的にまちづくりが進展。（図11）

■小禄道路周辺における豊見城市では、人口伸び率は全国及び沖縄県平均をはるかに上回るペースで増加しているとともに「成長力ランキン

グ」で3年連続1位となるなど、さらなる交流人口の増加が見込まれる。（図12,表1）

6

２．事業の必要性等に関する視点
１）事業を巡る社会情勢等の変化 ③周辺のまちづくりの進展

●（図12）周辺地域の人口伸び率の推移

出典： 実測値）国勢調査
推計値）国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（H30.3推計）」

※本島南部：7市町（那覇市、糸満市、豊見城市、南城市、与那原町、 南風原町、八重瀬町）

年度 順位 年度 順位

H20 3位 H26 9位

H21 7位 H27 2位

H22 1位 H28 1位

H23 ― H29 1位

H24 1位 H30 1位

H25 1位

●（表1）豊見城市の都市成長力ランキング（全国順位）

豊見城市

那覇市

出典：都市データパック（東洋経済新報社）

豊見城市の
人口伸び率は
極めて高い

３年連続１位

●（図11）南部地域の開発状況

小
禄
道
路

那覇市

南城市

豊見城市

糸満市

南風原町

八重瀬町

与那原町

琉球温泉・
瀬長島ホテル

瀬長島ウミカジテラス

県内初となるショッピングセンター併設の水族館など、
テナント数約170店舗を誇る大型複合施設を整備

（仮称）沖縄豊崎タウンプロジェクト
（R2.4開業予定）

アウトレットモールあしびなー豊崎タウン

豊見城市観光プラザてぃぐま館

西崎工業団地
南の駅やえせ

美々ビーチ

しおざきタウン

新たな企業誘致の受け皿となる工場適地創
出のため真栄里地区を計画地区として抽出

糸満市土地利用（真栄里地区）
基本構想（H30.5）

(仮称）糸満市文化・平和・観光振興センター
（R3 第1次オープン予定）

(仮称）名城ビーチホテル
（R4オープン予定）

豊見城市中央病院 新病院
（R2.5開業予定）

整備が進む南部東道路のIC周辺において、地理・交通の優位性を活かした
先導的都市拠点に位置づけ、市役所新庁舎が平成30年に開業。

バスターミナル整備も検討され、R1.10にバス交通の再編を予定しており、
公共交通の充実に向けた事業を推進中。

南城市 先導的都市拠点地域（H27.10）

南城市役所

＜地域の声＞

先導的都市拠点地域では、市民や観光客の交通利便
性向上のために公共交通の再編に取り組んでおり、
空港直行バスの運行やバスターミナルの整備を検討
しています。

近年整備された施設

整備中の施設

整備済みの地区

整備中の地区

凡 例

豊崎美らSUNビーチ

道の駅いとまん

とみとん

那覇空港

トヨプラ

出典：南城市役所ヒアリング調査（R1.8）
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運転免許センター

インターコンチネンタル沖縄
美らSUNリゾート

（R5オープン予定）
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２．事業の必要性等に関する視点
１）事業を巡る社会情勢等の変化 ④観光の活性化

7

■沖縄県の観光客数やレンタカー許可車両数、及びレンタカー事業所数は年々増加傾向となっており、平成29年度の沖縄県における観

光客数は初めて900万人を越え、さらに平成30年度には約1000万人となり、過去最高記録を更新。（図13,14）

■小禄道路周辺においては、那覇港泊ふ頭整備によるクルーズ船の寄港の増加、さらには那覇空港滑走路増設等により、観光客が増加

し、交通量の増加が見込まれる。（図15,16,17）

出典：観光収入について（沖縄県)

●（図13）沖縄県における観光客数の推移 ●（図14）レンタカー許可車両数・事業所数の推移

●（図16）那覇空港滑走路増設事業（R2.3供用予定）

出典：那覇空港プロジェクトホームページ

出典：沖縄総合事務局陸運事務所（業務概況)

●（図15）那覇港におけるクルーズ船寄港回数の推移

出典：那覇港管理組合ホームページ ※R1は寄港予定

那覇港

泊ふ頭地区

新港ふ頭地区

浦添ふ頭地区

那覇港の寄港回数では
過去最多となる見込み

アジアにおけるクルーズ需要の増加
⇒那覇港への寄港回数が大幅増加

レンタカーの許可車両台数・
事業所数は年々増加

観光客数が増加

小禄道路の新規事業化

第2滑走路
（R2.3供用予定）

那覇空港
ターミナル

小禄道路

※第２滑走路供用後の離発着回数は首相官邸資料による

那覇空港第2滑走路の
整備により年間発着回数

が約13.5万回から
最大24万回に増加

⇒さらなる観光客の増加

●（図17）国道331号の交通量の推移
調査箇所：国道３３１号 瀬長交差点北側断面

（年度）（年度）

出典： 南部国道事務所調査
H27.5.20（水）、H28.6.28（火）、H29.4.13（木）、H30.4.26（木）

写真：那覇港管理組合 （H24）

※
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事
業
所
数

事業所数



64％

（51,585台）
48％

（41,169台）

36％

(28,408台)
52％

（45,078台）

0%

20%

40%

60%

80%

100%

現況（R1） 将来（R12）

那覇中心部を通過する交通 那覇中心部を通過しない交通

16,100

（100％）

13,400

（43％）

12,600

（30％）

17,500

（57％）

29,800

（70％）

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

H11

（未供用）

H17

（2車線供用後）

H27

(4車線供用後）

交
通
量
（
台
/
日
）

沖縄自動車道(那覇IC～西原JCT）

那覇空港自動車道(南風原北IC～西原JCT）

出典：豊見城東道路全線暫定2車線開通前（H20.1.17）・完成4車線開通後（H27.5.20）の実測値（台/12h）より算出

西原JCT

那覇IC

南風原北IC

豊見城IC

豊見城・
名嘉地IC

那覇IC入口交差点
明治橋交差点

瀬長交差点

上間交差点

仲井真交差点

豊見城市

那覇市

南風原町那覇東バイパス

-3,800

-2,000

-300

安次嶺交差点

-3,700
+6,600

+5,100

+3,000

+3,300

+20,500

南風原南IC

-1,500 -800

那覇中心部

交通の
分散効果

凡 例

増加した交通流動

減少した交通流動

8

■豊見城東道路の開通により、沖縄自動車道を利用していた交通が那覇空港自動車道へと転換し、国道329号の交通量が減少。（図18）

■小禄道路の整備により、那覇中心部南側の外郭環状道路が完成することから、那覇中心部を通過する交通が那覇空港自動車道や西海岸

道路に転換し、さらなる那覇中心部の交通渋滞の緩和が期待される。(図19)

２．事業の必要性等に関する視点
２）事業の投資効果 ①円滑なモビリティの確保［中心部における交通混雑緩和］

●（図19）小禄道路等の整備による那覇中心部通過交通の利用割合の変化●（図18）豊見城東道路開通による那覇中心部内の交通流動の変化

出典：交通量推計結果より算出

那覇市役所

＜地域の声＞
頻繁に渋滞している小禄地域の赤嶺・安次嶺・瀬長を回避
することで那覇空港へのアクセス向上に期待しています。
また、那覇市内の通過交通が転換することで、市内の渋滞
緩和と公共交通の速達性・定時性の向上を期待しています。

国道329号を利用す
る沖縄自動車道の

交通量が減少

出典：那覇市役所ヒアリング調査（R1.8）

【交通流動の変化】

【交通量の変化】

H11
（未供用）

出典：H11・H17：道路交通センサス、H27：全国道路・街路交通情勢調査

H17
（2車線供用後）

H27
（4車線供用後）

沖縄自動車道（那覇IC～西原JCT）

那覇空港自動車道（南風原北IC～西原JCT）

八重瀬
道路

豊見城・
糸満道路

南風原
バイパス

与那原
バイパス

那覇空港ＩＣ

（仮称）
瀬長ＩＣ

豊見城・
名嘉地ＩＣ 豊見城ＩＣ

南風原南ＩＣ

南風原北ＩＣ

那覇中心部を
通過しない交通

西原ＪＣＴ

那覇ＩＣ
アクセス道路

真地久茂地線

凡 例

環状道路
事業中・供用中

計画中

放射道路
事業中・供用中

計画中那覇ＩＣ

那覇中心部を
通過する交通

出典：
現況（R1）：Ｈ22全国道路・街路交通
情勢調査ベースH22OD表に基づき推
計した交通量を用いて算出
将来（R12）：Ｈ22全国道路・街路交通
情勢調査ベースR12OD表に基づき推
計した交通量を用いて算出

那覇中心部の
通過交通が削減

那覇空港自動車道
に交通が転換

那覇中心部を
通過しない交通
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■豊見城東道路の開通により、那覇空港～西原JCT間の速達性・定時性が向上。（図20）

■小禄道路の整備により、那覇空港～西原JCT間のさらなる速達性・定時性の向上、小禄地区の交通容量の確保に伴う渋滞損失時間の削

減が期待される。（図20,21,22）

２．事業の必要性等に関する視点
２）事業の投資効果 ②円滑なモビリティの確保［周辺の交通混雑緩和］

●（図20）那覇空港から西原JCTまでの所要時間の変化

●（図22）小禄道路の主な周辺道路における損失時間

西原JCT

：整備前走行ルート

：整備後走行ルート

＜凡例＞

豊見城・名嘉地IC

豊見城IC

南風原南IC

南風原北IC

豊見城東道路の開通後
5分短縮

豊見城・名嘉地IC

那覇空港

那覇空港IC

対象
区間

豊見城東道路

小禄道路整備前
17分～50分

小禄道路整備後
13分～36分

交通容量
34,068台

小禄道路周辺の
交通容量が増加

小禄道路開通後
平均:16分

豊見城東道路4車線供用（現在）
平均:25分

遅れ時間が減少

豊見城東道路暫定2車線供用時
平均:30分

出典： 民間プローブデータ（平日時間帯別所要時間）
豊見城東道路暫定2車線供用時（H26.9～11、豊見城東道路4車線供用（現在）、小禄道路整備後：H30.9～11）
豊見城東道路供用前は民間プローブデータが存在しないため、分析対象外としている

小禄道路の整備により
９分短縮

交通容量78,068台

費用便益対象リンクのうち、交通量推計の結果か

ら当該事業により大きく影響を受ける並行区間※

のリンクを対象として算出

５５％
（110万人時間/年）減少

※並行区間：国道331号、国道58号、那覇空港線、
那覇内環状線、奥武山米須線

渋滞の激しさを高さで表現

※小禄道路整備後は、豊見城東道路（豊見城IC～南風原南IC間）[H30.9-11]の時間帯別旅行速度を使用
小禄道路→

19万人時間/年

1.6万人時間/年

(万人・時間/年）

※

小禄道路整備前
（H27）

小禄道路整備後

R12
整備前

R12
整備後

＜凡例＞ 10万人・時間/年未満 10～20万人・時間/年 20万人・時間/年以上

【走行ルート図】

【移動時間のバラツキ】

所要時間
（分）

那覇空港

【R12整備前】 【R12整備後】

小禄道路→

渋
滞
損
失
時
間

の
減
少

仮称）
瀬長ＩＣ
（

那覇空港IC

仮称）
瀬長ＩＣ

出典：交通量：H27 全国道路・街路交通情勢調査
交通容量：H27 全国道路・街路交通情勢調査より算出し、小禄道路の交通容量は
第1種3級平地部の1車線あたりの交通容量11,000台/日を使用

●（図21）小禄道路に並行する国道３３１号の交通容量



●（図23）国際物流拠点範囲及び
豊見城市の事業所立地状況

10

２．事業の必要性等に関する視点
２）事業の投資効果 ③地域活性化[物流効率化の支援]

■豊見城東道路の開通により、物流拠点である那覇空港からの所要時間が20分以内の豊見城市に数多くの企業が進出。（図23）

■小禄道路の整備により、那覇空港からの20分圏域が広がることで国際物流拠点産業集積地域内の企業立地の促進や物流産業の効率化・活

性化が期待される。 (図24)

●（図24）那覇空港からの所要時間圏域の変化

物流企業

＜地域の声＞
1日45台のトラックを使用して、航空便のため時間の制約を受
ける物品も搬送しています。国道331号の渋滞が酷く、空港ま
で30分程度の余裕時間を見込んで出発する必要があるため、
国道331号がスムーズに通行できることを期待しています。

出典： 整備前：民間プローブデータ（H30.9～H30.11）により旅行速度を算出
整備後：小禄道路区間については、設計速度（80km/h）を使用

豊見城IC

豊見城・
名嘉地IC

那覇空港

小
禄
道
路
Ｌ
＝
5.7
km

南風原南IC

南風原北IC

那覇IC

西原JCT

西原IC

沖縄南IC

：国際物流拠点産業集積地域

＜凡例＞

那覇空港から
約20分以内の地域

那覇空港までの所要時間が
20分以内である豊見城市に

事業所が多く立地

那覇空港までの所要時間が
20分以内である豊見城市に

物流企業が立地
糸満市から那覇空港までの

所要時間が20分以内となり、
物流産業の効率化・活性化が期待される

凡 例

10分未満

10分以上20分未満

20分以上30分未満

30分以上

凡 例

10分未満

10分以上20分未満

20分以上30分未満

30分以上

小禄道路整備前 小禄道路整備後

豊見城・名嘉地IC

至那覇空港

豊見城IC
豊見城東道路

小
禄
道
路

豊見城市役所

＜地域の声＞
豊見城東道路の開通により、沖縄本島中北部へのアクセス性が向上し、
様々な企業の進出や定住人口が増加しています。小禄道路の開通で、
那覇新都心・浦添市・宜野湾市へのアクセス性が大幅に向上すること
で、新たな地区計画である与根西部地区への企業進出に期待していま
す。

凡 例

平成14年から平成30年
までに開業した事業所

与根西部地区

豊
見
城
道
路

出典：豊見城市役所ヒアリング調査（R1.8） 出典：豊見城市の物流企業ヒアリング調査（R1.8）

豊見城市

那覇市

糸満市

八重瀬町

南城市

浦添市

与那原町

西原町

南風原町

宜野湾市

中城村

北中城村

北谷町

豊見城市

那覇市

糸満市
八重瀬町

南城市

浦添市

与那原町

西原町

南風原町

宜野湾市

中城村

北中城村

北谷町

浦添市

宜野湾市

那覇市

豊見城市

糸満市

八重瀬町

南城市

与那原町

西原町

中城村

北中城村

（仮称）

瀬長IC



67%

42%

35%

33%

31%

15%

8%

6%

71%

38%

32%

32%

29%

19%

9%

7%

0% 20% 40% 60% 80%

那覇

本部半島

中部西海岸

北部西海岸

南部

中部東海岸

北部東海岸

やんばる

H23

H27

91

159

81

122

0

50

100

150

200

250

300

350

H23 H27

訪
問
者
数
（
単
位
：
千
人
）

勝連城跡 中城城跡
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２．事業の必要性等に関する視点
２）事業の投資効果 ④地域活性化[観光産業の支援]

●（図25）観光客の地域別訪問者数

■豊見城東道路の開通により、世界遺産等の魅力ある観光地が点在する中部東海岸地域への訪問観光客が増加。（図25,26）

■小禄道路の整備により、那覇空港から平和祈念公園等の南部地域に点在する観光地のほとんどが30分圏域となるほか、中部地域にある世

界遺産や県内最大のリゾート地である恩納村（北部西海岸地域）が概ね60分圏域となることで、沖縄本島全域に点在している観光地への

アクセス性が向上され、さらなる観光産業への支援が期待される。(図27)

凡 例

10分未満

10分以上20分未満

20分以上30分未満

30分以上60分未満

60分以上100分未満

100分以上

●（図26）東海岸の主要観光施設の訪問者数の推移

出典：観光要覧（H23、27）

●（図27）那覇空港から観光地への所要時間圏域

出典： 整備前：民間プローブデータ（H30.9～H30.11）により旅行速度を算出
整備後：小禄道路区間については、設計速度（80km/h）を使用

平和祈念公園 万国津梁館 斎場御嶽

写真：沖縄コンベンションビューロー（特記除く）

中城城跡

勝連城跡

赤字：世界遺産 赤字：世界遺産

172

281

中部東海岸地域の
訪問者数が増加

豊見城東道路
整備前（H23）

豊見城東道路
整備後（H27）

豊見城東道路
整備前（H23）

豊見城東道路
整備後（H27）

南部地域の観光地の
ほとんどが30分圏域

凡 例

10分未満

10分以上20分未満

20分以上30分未満

30分以上60分未満

60分以上100分未満

100分以上

北部西海岸地域が
概ね60分圏域

小禄道路整備前 小禄道路整備後

出典：観光統計実態調査（H23、H27）

沖縄美ら海水族館
（海洋博公園）

中城城跡

勝連城跡

約6割
増加

美ら海水族館

今帰仁
城跡

古宇利
オーシャンタワー

やんばる
亜熱帯の森

万国津梁館

万座毛

ムーンビーチ

座喜味城跡

中城城跡

勝連城跡
アメリカンビレッジ

首里城跡

斎場御嶽

奥武島

沖縄ワールド

平和祈念公園ひめゆりの塔

恩納村

美ら海水族館

今帰仁
城跡

古宇利
オーシャンタワー

やんばる
亜熱帯の森

万国津梁館

万座毛

ムーンビーチ

座喜味城跡

中城城跡

勝連城跡
アメリカンビレッジ

首里城跡

斎場御嶽

奥武島

沖縄ワールド

平和祈念公園ひめゆりの塔

恩納村
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２．事業の必要性等に関する視点
２）事業の投資効果 ⑤その他の投資効果

項目 小禄道路 豊見城東道路 小禄道路・豊見城東道路 一体評価

円滑な
モビリティの

確保

現道の
渋滞損失

混雑度の
減少

◇渋滞損失時間の減少
約55％減少（国道58号、国道331号、（一）那
覇空港線、（一）那覇内環状線、（主）奥武山
米須線）※1)2）

◇渋滞損失時間の減少
約48％減少（国道329号、（主）那覇糸満線、県
道11号線、県道256号線）※1)3）

◇渋滞損失時間の減少
約60％減少（国道329号、国道331号、国道58
号、（一）那覇空港線、（一）那覇内環状線、
（主）那覇糸満線、（主）奥武山米須線、県道
256号線）※1)4）

物流効率化
の支援

空港への
アクセス

向上

◇所要時間短縮
豊見城市～那覇空港間の所要時間が約11分
（約22分→11分）短縮※5)

◇所要時間短縮
西原JCT～那覇空港の所要時間が約23分（約
52分→約29分）短縮※5)6）

◇所要時間短縮
西原JCT～那覇空港の所要時間が約37分
（約52分→約15分）短縮※5)6）

地域活性化
主要観光
地への
アクセス

向上

◇所要時間短縮、定時性の向上
那覇空港～豊見城・名嘉地ICの所要時間が
約8分～約31分→約4分～約7分に短縮※7）

◇所要時間短縮、定時性の向上
那覇空港～海洋博記念公園（美ら海水族館）
の所要時間が約24分（約128分→約104分）短
縮※5)6）

◇所要時間短縮、定時性の向上
那覇空港～海洋博記念公園（美ら海水族館）
の所要時間が約37分（約128分→約91分）短
縮※5)6）

地域環境の
保全

CO2

排出量の
削減

◇CO2排出削減量
・5,730t-CO2/年（沖縄県）
・128.8万t-CO2/年→128.2万t-CO2/年

◇CO2排出削減量
・3,494t-CO2/年（沖縄県）
・128.6万t-CO2/年→128.2万t-CO2/年

◇CO2排出削減量
・9,829t-CO2/年（沖縄県）
・129.2万t-CO2/年→128.2t-CO2/年

NOx
排出量の

削減

◇NOx排出削減量
・28.79t-NOx/年（現道区間）
・54.44t-NOx/年→25.65t-NOx/年

◇NOx排出削減量
・18.50t-NOx/年（現道区間）
・44.36t-NOx/年→25.86t-NOx/年

◇NOx排出削減量
・56.00t-NOx/年（現道区間）
・107.51t-NOx/年→51.51t-NOx/年

SPM
排出量の

削減

◇SPM排出削減量
・0.81t-SPM/年（現道区間）
・2.05t-SPM/年→1.24t-SPM/年

◇SPM排出削減量
・0.90t-SPM/年（現道区間）
・2.22t-SPM/年→1.32t-SPM/年

◇SPM排出削減量
・2.07t-SPM/年（現道区間）
・4.63t-SPM/年→2.56t-SPM/年

※1) H42未整備時(without)、H42整備時(with)の数値の差

※2）費用便益対象リンクのうち、交通量推計の結果から当該事業により大きく影響を受ける国道58号、国道331号、（一）那覇空港線、（一）那覇内環状線、（主）奥武山米須線のリンクを対象として算出

※3）費用便益対象リンクのうち、交通量推計の結果から当該事業により大きく影響を受ける国道329号、（主）那覇糸満線、県道11号線、県道256号線のリンクを対象として算出

※4）費用便益対象リンクのうち、交通量推計の結果から当該事業により大きく影響を受ける国道329号、国道331号、国道58号、（一）那覇空港線、（一）那覇内環状線、（主）那覇糸満線、（主）奥武山米須線、県道11号線、県道256号線のリンクを対象として算出

※5)現況路線は民間プローブデータ（H30.9-11）、小禄道路（完成供用後）は設計速度（80km/h）を用いて算出

※6）豊見城東道路に並行する一般現道（国道332号、国道58号、国道507号、）はH11年道路交通センサス平日混雑時旅行速度、現況路線は民間プローブデータ（H30.9-11）を用いて算出

※7）現況路線は民間プローブデータ（H30.9-11）、小禄道路（完成供用後）区間は設計速度（80km/h）を用いて算出



２．事業の必要性等に関する視点
２）事業の投資効果 ⑥事業費の見直し
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事業費について

小禄道路 全体事業費 ６２０億円 ⇒ ９７０億円

■事業費増の内訳

項目 増工金額

土質条件の変更に
伴うもの

詳細な地質調査に伴う、橋梁基礎杭長の見直し

２２０億円詳細な地質調査に伴う、道路構造の見直し

詳細な地質調査に伴う、残土処理方法の変更

土地単価の高騰に
よるもの

土地単価の高騰により、事業用地取得のための
用地費の増。補償内容の見直し

１２５億円

要領改訂によるもの 「磁気探査実施要領（案）」（H24.10）の改訂に伴
う見直し

５億円

上記合計 ３５０億円



２．事業の必要性等に関する視点
２）事業の投資効果 ⑥事業費の見直し
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事業費について 位置図

■小禄道路の橋梁側面図（自衛隊出入口～豊見城・名嘉地IC）

当初

見直し後

-30.0

-20.0

-10.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

-30.0

-20.0

-10.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

延長 約1.9km

E58

豊見城・
名嘉地IC

（仮称）瀬長IC

小禄道路

対象箇所
約1.9km

瀬長IC
（仮称）

瀬長IC
（仮称）

想定支持層線

支持層線

詳細な地質調査により、橋梁の基礎杭長が延伸

瀬長IC（仮称）
ランプ部

瀬長IC（仮称）
ランプ部

小禄道路

小禄道路

豊見城・名嘉地IC
ランプ部

豊見城・名嘉地IC
ランプ部

豊見城警察署

土質条件の変更に伴うもの

○詳細な地質調査により、橋梁の基礎杭長及び道路構造の見直し

詳細な地質調査により、道路構造を見直し

橋梁区間

橋梁区間

橋梁区間

アーチカルバート
Ｌ＝0.30km

補強土工
L=0.13km



２．事業の必要性等に関する視点
２）事業の投資効果 ⑥事業費の見直し
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事業費について 位置図

E58

豊見城・
名嘉地IC

（仮称）瀬長IC

小禄道路

対象箇所
豊見城警察署

＜当初：アーチカルバート＞ ＜見直し後＞

推定支持
層線

○詳細な地質調査に伴い明らかとなった深い支持層へ対応できる道路構造の見直し
L=0.43km

場所打ち杭Φ2000
L=21.0m n=6本

推定支持層線：既往文献より推定

＜本線＞＜本線＞

H28(1)Br-12

支持層が深いため、置換工や土質改
良では施工が困難なうえ、コストも増
大するため、橋梁形式による杭基礎
構造に変更

支持層線

（アーチカルバート ⇒ 橋梁形式による杭基礎）

H28(1)Br-12

地盤改良

＜本線＞

支持層線

■従来工法（アーチカルバート＋地盤改良） ■工法見直し後（橋梁＋杭基礎）

アーチカルバート（イメージ写真）



２．事業の必要性等に関する視点
２）事業の投資効果 ⑥事業費の見直し
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事業費について

○重金属（トンネル掘削残土処分）への対応

（近隣での流用を想定 ⇒ 最終処分場（北部地域）までの運搬・処分費）

位置図

豊見城IC

豊見城・
名嘉地IC

那覇空港

南風原南IC

E58

那覇空港IC

（仮称）
瀬長IC

那覇IC

西原JCT

南風原北IC
那覇市

豊見城市

南風原町

南城市

対象箇所

L=1.82km
(※上下線)

地質調査で土壌溶出基準を超
過する重金属が確認された層

最終処分地

赤嶺トンネル

近隣での流用
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２．事業の必要性等に関する視点
２）事業の投資効果 ⑥事業費の見直し
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事業費について

土地単価の高騰によるもの

位置図

買収単価 約１１．４万円／ｍ２

区分地上権平均単価 約４．８万円／ｍ２

買収単価 約１６．３万円／ｍ２

区分地上権平均単価 約９．８万円／ｍ２

■用地買取単価

買取時

事業化時

約１．５倍上昇

＜住宅地＞

■地価公示価格の推移（H23=1.00）

H23事業化後小禄道路周辺の地価公示価格が上昇

＜商業地＞

出典）地価公示（国土交通省）

豊見城IC

豊見城・
名嘉地IC

那覇空港

小
禄
道
路
Ｌ
＝
5.7
km

（自）那覇市鏡水

（至）豊見城市名嘉地

南風原南IC

E58

那覇空港IC

（仮称）
瀬長IC

那覇IC

西原JCT

南風原北IC
那覇市

豊見城市

南風原町

南城市

■小禄道路周辺の用途地域

出典）沖縄地図情報システム（都市計画総括図（用途地域））【R1.8時点】

豊見城・名嘉地IC

那覇空港IC

(仮称)
瀬長IC

豊見城市

那覇市

小禄道路

那覇空港

E58

：第一種低層住居専用地域

：第二種低層住居専用地域

：第一種中高層住居専用地域

：第二種中高層住居専用地域

：第一種住居地域

：第二種住居地域

：準住居地域

：近隣商業地域

：商業地域

：準工業地域

：工業地域

小禄道路沿線の用途地域
は、準工業地域（住宅・商業
施設なども建築可能）や近
隣商業地域となっており、宅
地や商業地等の建物が立ち
並ぶ地域

事業化 前回再評価 事業化 前回再評価



要領改訂によるもの

「磁気探査実施要領（案）」（H24.10）の改訂に伴う磁気探査費の増

磁気探査実施要領の改訂により、5インチ砲弾探査を対象とした探査の孔数および探査延長が増加した。その他に橋梁
下部工などの仮設土留めや、新たな土捨場整備に伴う磁気探査の変更が生じた。

【磁気探査実施要領（案）改定H24.10に伴う５インチ砲弾探査の追加】
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㎏

爆
弾
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探
査

長
5
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m

改定前

2
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爆
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長
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0
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ｲ
ﾝ
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砲

弾
仕

様
探

査
長

3
.5

m

5
0
㎏

爆
弾

仕
様

探
査

長
5

.5
m

改定後
250㎏爆弾
半径2.0m

50㎏爆弾
半径1.0m

50ｲﾝﾁ砲弾
半径0.5m

※追加項目（探査孔数及び探査延長の増加）

（追加）

２．事業の必要性等に関する視点
２）事業の投資効果 ⑥事業費の見直し
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■計算条件（小禄道路）

・基準年次 ：令和元年度

・分析対象期間 ：供用後50年

・基礎データ ：平成22年度

・交通量の推計時点 ：令和12年度

・計画交通量 ：35,800台/日

・事業費 ：約970億円

・総便益（Ｂ） ：約1,167億円

・総費用（Ｃ） ：約901億円

・費用便益比 ：1.3

〔参考：前回再評価（H27）〕

平成27年度

供用後50年

平成17年度

令和12年度

36,800台/日

約620億円

約986億円

約519億円

1.9

２．事業の必要性等に関する視点
２）事業の投資効果 ⑦費用便益分析
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■総便益（Ｂ）
道路事業に関わる便益は、令和12年度の交通量を、小禄道路の整備の有無それぞれに
ついて推計し、「費用便益分析マニュアル」に基づき３便益を計上した。

【３便益：走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益】

■総費用（Ｃ）
当該事業に関わる建設費と維持管理費を計上した。

■計算条件（豊見城東道路）※

・基準年次 ：令和元年度

・分析対象期間 ：供用後50年

・基礎データ ：平成22年度

・交通量の推計時点 ：令和12年度

・計画交通量 ：28,200台/日

・事業費 ：約1,230億円

・総便益（Ｂ） ：約2,672億円

・総費用（Ｃ） ：約2,135億円

・費用便益比 ：1.3

〔参考：前回再評価※（H25）〕

平成25年度

供用後50年

平成17年度

令和12年度

38,200台/日

約1,230億円

約2,495億円

約1,624億円

1.5

※直近評価（H28）：効率化審議

全国道路・街路
交通情勢調査

全国道路・街路
交通情勢調査

全国道路・街路
交通情勢調査

全国道路・街路
交通情勢調査



２．事業の必要性等に関する視点
２）事業の投資効果 ⑦費用便益分析
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項目

小禄道路 豊見城東道路
小禄道路・豊見城東道路

一体評価

前回評価
（Ｈ27）

事業全体

(今回）

残事業

（今回）

前回評価
（Ｈ25）

事業全体

（今回）

残事業

（今回）
事業全体 残事業

費用（Ｃ）（現在価値換算額）※1） 519億円※2) 901億円※2) 444億円※2) 1,624億円※2) 2,135億円※2) 61億円※2) 3,089億円※2) 505億円※2)

事業費（億円） 499億円 874億円 417億円 1,578億円 2,082億円 59億円 2,992億円 477億円

維持管理費（億円） 21億円 26億円 26億円 46億円 53億円 1.8億円 97億円 29億円

便益額（Ｂ）（現在価値換算額）※1） 986億円※2) 1,167億円※2) 1,167億円※2) 2,495億円※2) 2,672億円※2) 200億円※2) 4,233億円※2) 1,167億円※2)

走行時間短縮便益（億円） 714億円 947億円 947億円 2,031億円 2,269億円 168億円 3,584億円 947億円

走行経費減少便益（億円） 151億円 157億円 157億円 287億円 294億円 22億円 469億円 157億円

交通事故減少便益（億円） 121億円 63億円 63億円 177億円 109億円 10億円 180億円 63億円

費用便益比（Ｂ／Ｃ） 1.9 1.3 2.6 1.5 1.3 3.3 1.4 2.3

費用便益分析

費用便益比の算出条件

費用便益比＝ 便益【①＋②＋③】

費用【事業費＋維持管理費】

適用マニュアル ： 「費用便益分析マニュアル」

（H30.2：国土交通省道路局 都市・地域整備局）

基準年次 ： 令和元年度

検討年数 ： 供用後50年

事 業 費 ： 現在価値事業費＝単純価値事業費×割戻率×GDPデフレータ

便 益 ： ・ ① 走 行 時 間 短 縮 便 益 ② 走 行 経 費 減 少 便 益 ③ 交 通 事 故 減 少 便 益

・上記金額は、道路整備前後における、①走行時間の価値②走行経費③交

通事故損失額の差により算出

・なお、各金額は将来ＯＤ（Ｈ22全国道路・街路交通情勢調査ベースR12OD

表）により推計した交通量を用いて算出

費用及び便益額等については、令和元年度の価値に換算

（現在価値算出のための社会的割引率 ： 4％）

※1)費用及び便益の金額は、社会的割引率（4%）、GDPデフレータ（H30公表値）を考慮し、現

在価値に換算した値。なお、維持管理費、便益額については供用開始より50年間の総額

※2) 便益・費用の合計は表示桁数の関係で一致していない

※便益の算定については、「将来交通需要推計手法の改善について【中間とりまとめ】」に示

された第二段階の改善を反映している。
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■小禄道路の現在の用地進捗率は約94％及び事業進捗率は約54％、豊見城東道路の現在の用地進捗率は約99％及び事業進捗率は約94％とな

っており、引き続き全線開通に向けて、鋭意事業進捗を図る。

３．事業の進捗状況の見込みの視点
１）事業の進捗状況

■事業の経緯

■事業の進捗率

■位置図及び事業の進捗状況写真

豊見城IC

豊見城・
名嘉地IC

那覇空港

小
禄
道
路
Ｌ
＝
5.7
km

（自）那覇市鏡水

（至）豊見城市名嘉地

南風原南IC

年次 小禄道路 豊見城東道路

平成 2年度 都市計画決定

平成 3年度 事業化

平成 5年度 用地着手

平成 9年度 工事着手

平成15年度
豊見城IC～南風原南IC
（L=3.5km）暫定開通

平成19年度 全線暫定開通（L=6.2km）

平成21年度 都市計画決定

平成22年度
豊見城・名嘉地ICロングラ
ンプ開通

平成23年度 事業化

平成25年度 用地着手 豊見城IC～南風原南IC
（L=3.5km）完成開通

平成26年度 工事着手 全線４車線開通（L=6.2km）

小禄道路 豊見城東道路

事業費 620億円 1,230億円

事業進捗率 約54％ 約94％

用地取得率 約94％ 約99％

H30.2.28撮影

H30.2.28撮影

E58

那覇空港IC

（仮称）
瀬長IC
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■トンネル断面形状の見直し(約１億円）

小禄道路については、国道331号及び那覇中心部の交通渋滞の緩和、地域の活性化等を目的
に、周辺の土地利用状況やまちづくりとの整合を勘案し選定された合理的な計画である。

小禄道路は、約３５０億円の事業費増となるが、今後も、技術の進展に伴う新技術・新工法の採
用など、コスト縮減に努めながら引き続き事業を推進していきます。

４.コスト縮減や代替案立案の可能性の視点

当初（上半単心円） 見直し後（上半３心円

内空断面積 Ａ＝６２．６ｍ２ 内空断面積 Ａ＝５８．８ｍ２

掘削断面積を
６％削減

：当初断面 ：削減面積



１．事業の必要性

○円滑なモビリティの確保 ［P.8、P.9］
⇒那覇中心部を通過する交通が那覇空港自動車道や西海岸道路へ約10,400台転換し、那覇中心部を通過する交通の減【51,585台/日→41,169台/日】

⇒周辺の主な周辺道路の損失時間が約55％削減【201万人時間/年→91万人時間/年】
○地域活性化 ［P.10、P.11］

⇒那覇空港からの所要時間20分圏域が広がり、物流産業の効率化を支援

⇒那覇空港から南部地域の観光地のほとんどが30分圏域となるほか、北部西海岸地域の恩納村が概ね60分圏域となることで、沖縄本島全域に点在す

る観光地へのアクセス性向上による観光産業の活性化が期待される。

◎費用便益比（Ｂ／Ｃ）＝ 1.4 （事業全体）、 2.3 （残事業）

【小禄道路】1.3（事業全体）、2.6（残事業） 【豊見城東道路】1.3（事業全体）、3.3（残事業）

○小禄道路の用地進捗率は約94％、事業進捗率は約54％。
○豊見城東道路の用地進捗率は約99％、事業進捗率は約94％。
○早期開通に向けて、鋭意事業の進捗を図る。

３．事業の進捗と見込み

○対応方針（原案）：「事業継続」
23

２．事業の投資効果

○那覇西道路、豊見城東道路、豊見城・糸満道路が全線4車線開通している中で、小禄道路区間がミッシングリンクとなっており、那覇市南西部及びその

周辺の国道331号等をはじめとする幹線道路では、交通渋滞が慢性化。［P.4］ ⇒ 交通需要の増加

○宜野湾市から糸満市までが「国際物流拠点産業集積地域」に指定され、東アジアの中心に位置する沖縄の地理的特性を踏まえ、那覇空港の新貨物

ターミナル開業等の拡張による取扱貨物量の増加を受け、大型車交通量が増加。［P.5］ ⇒ 物流の増加

○南部地域では、「豊崎タウン」・「しおざきタウン」をはじめとするまちづくりとともに、様々な施設の立地が進展し、豊見城市の人口伸び率は全国及び沖縄

県平均をはるかに上回るペースで増加。［P.6］ ⇒ 周辺のまちづくりの進展

○沖縄県の観光客数やレンタカー許可車両数、及びレンタカー事業所数は年々増加傾向となっており、交通量が増加。［P.7］ ⇒ 観光需要の増加

５．対応方針（原案）


